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（31）　L・クルチツキの恩想と行動

1

　
ル
ド
ヴ
ィ
ク
・
ク
ル
チ
ツ
キ
（
■
自
o
峯
寿
宍
巨
竃
｝
o
ぎ
一
H
o
o
ひ
ひ
－

S
含
）
は
、
一
八
八
○
年
代
後
半
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
に
か

け
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
労
働
運
動
史
上
に
お
い
て
、
指
導
的

な
役
割
を
演
じ
た
一
人
で
あ
る
。
そ
の
ク
ル
チ
ツ
キ
が
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
歴
史
研
究
、
思
想
史
研
究
に
お
い
て
は
、
不
可
解
な
ほ
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
、
一
九
〇
五
年
革
命
の
後
に
、

そ
れ
ま
で
立
脚
し
て
き
た
社
会
主
義
を
捨
て
て
、
政
治
的
に
は
お

よ
そ
対
極
に
位
置
す
る
陣
営
に
移
行
し
た
こ
と
、
ま
た
両
大
戦
間

期
に
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
政
治
生
活
の
幕
切
れ
を
迎
え
た
こ
と

　
＾
2
〕

な
ど
が
、
後
世
の
者
を
し
て
、
彼
、
お
よ
び
彼
の
恩
想
か
ら
、
何

ら
か
の
胡
散
臭
さ
を
嗅
ぎ
と
ら
し
め
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
「
あ
る
研
究
上
の
発
見
」
を
も
っ
て
、
こ

の
ク
ル
チ
ツ
キ
を
「
再
評
価
」
す
る
こ
と
が
小
論
の
目
的
な
の
で

は
な
い
。
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、
後
世
に
ま
で
影
響
を
及
ぽ
す
壮
大
な

思
想
体
系
を
築
い
た
わ
け
で
も
な
い
し
、
ク
ル
チ
ツ
キ
崇
拝
を
生

む
よ
う
な
偉
大
な
業
績
を
残
し
た
革
命
家
で
も
な
い
。
そ
う
で
は

な
く
て
、
彼
が
、
む
し
ろ
あ
る
意
味
で
の
エ
ク
レ
ク
テ
ィ
ク
で
あ

り
、
ま
た
オ
ポ
ル
チ
ュ
ニ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
逆
に
わ
れ
わ

れ
の
興
味
を
ひ
く
の
で
あ
る
。

　
一
九
世
紀
末
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
に
お
い
て
、
政
治
・
社
会
変

革
を
目
指
す
急
進
的
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ァ
の
課
題
は
、
成
長
し

つ
つ
あ
る
労
働
運
動
や
民
族
運
動
に
、
解
放
の
理
念
と
、
そ
の
戦

略
、
戦
術
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ク
ル
チ
ツ
キ
も
、
そ
の

課
題
を
背
負
っ
た
一
人
で
あ
り
、
彼
の
提
示
し
た
思
想
お
よ
ぴ
解
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放
の
戦
略
は
、
一
時
期
、
相
当
の
影
響
カ
を
有
し
た
。
彼
の
特
徴

は
、
理
想
、
つ
ま
り
究
極
目
標
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、
ひ
た
す

ら
政
治
的
現
実
主
義
の
遺
を
歩
ん
だ
点
に
あ
る
。
彼
は
、
折
々
の

政
治
的
環
境
を
顧
慮
し
つ
つ
、
よ
り
可
能
な
も
の
、
新
た
な
展
望

を
開
き
う
る
も
の
に
は
鋭
敏
な
嗅
覚
を
持
ち
、
そ
れ
ら
を
、
独
特

の
無
節
操
さ
で
自
分
の
思
想
に
取
り
込
ん
だ
。
こ
う
し
た
彼
の
性

向
が
、
英
雄
主
義
・
理
想
主
義
者
的
資
質
を
要
求
さ
れ
る
、
運
動

の
指
導
者
と
し
て
名
を
残
す
可
能
性
を
、
彼
か
ら
奪
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ク
ル
チ
ツ
キ
に
隈
っ
た
こ
と
で
は

な
く
、
殉
教
ぱ
か
り
が
革
命
家
の
倫
理
で
は
な
い
。
と
も
か
く
、

こ
こ
で
は
、
彼
の
思
想
が
、
一
定
の
振
幅
を
伴
い
な
が
ら
も
、
当

該
時
期
の
急
進
的
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ァ
の
思
想
世
界
を
支
配
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

た
二
つ
の
潮
流
－
社
会
主
義
と
愛
国
主
義
－
の
接
点
に
位
置

し
、
ま
た
彼
自
身
、
中
心
線
上
を
歩
み
続
け
よ
う
と
努
め
た
と
い

う
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
ク
ル
チ
ツ
キ
個
人
に
関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
労
働
運

　
　
動
史
や
党
史
の
面
か
ら
間
接
的
に
触
れ
た
も
の
を
除
く
と
、
挙
げ
る

　
　
ぺ
き
も
の
は
峯
ざ
の
論
文
し
か
な
い
。
奏
、
ξ
一
9
ミ
o
§
§
富
ミ
ぎ

　
　
ミ
§
き
§
宮
s
、
余
鳶
§
§
　
ト
ミ
、
§
ぎ
　
宍
ミ
o
ミ
o
ぎ
売
o
（
轟
。
。
N
－

　
　
葛
§
）
一
≦
一
、
ミ
落
菖
§
哀
“
、
o
“
｛
ミ
o
き
昌
×
、
×
｛
×
×
§
｝
暮
ぎ
H
o
ヨ

　
　
く
一
ミ
H
o
o
置
≦
岸
ρ
一
一
〇
〇
〇
少
眈
．
N
－
o
山
．

（
2
）
i
o
「
…
ρ
o
，
1
o
き
蜆
』
一
、
募
ぎ
き
§
き
ぎ
昧
・
亀
ミ
ミ
一

　
一
－
×
＜
－
N
一
r
餉
一
二
－
ー
二
〇
〇
1

（
3
）
　
後
出
の
「
国
際
主
義
」
と
同
じ
く
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
に
お
け
る

　
特
殊
な
用
語
と
し
て
用
い
る
。
そ
の
意
味
合
い
に
つ
い
て
は
、
と
り

　
あ
え
ず
、
拙
稿
「
労
働
運
動
と
民
族
問
題
」
『
一
橋
論
叢
』
第
九
三

　
巻
第
六
号
（
一
九
八
五
年
六
月
）
〔
以
下
、
拙
稿
1
〕
を
参
照
。

■

　
ク
ル
チ
ツ
キ
が
政
治
史
上
に
姿
を
現
す
の
は
、
一
八
八
○
年
代

中
葉
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
社
会
で
は
、
一

月
蜂
起
（
一
八
六
三
－
六
四
）
敗
北
後
の
政
治
的
ア
バ
シ
ー
の
影

が
次
第
に
薄
れ
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
、
活
性
化
、
流
動
化
の
兆
し

が
感
じ
ら
れ
て
い
た
。
政
治
的
ア
バ
シ
ー
の
時
代
を
響
導
し
て
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ユ
）

た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
・
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
に
、
ま
ず
は
そ
の
鬼
子
で

あ
る
社
会
主
義
が
、
階
級
社
会
論
に
立
脚
し
た
社
会
革
命
論
を
唱

え
、
続
い
て
愛
国
主
義
が
、
過
去
の
蜂
起
の
伝
統
の
復
活
と
独
立

闘
争
の
再
開
を
叫
ん
で
、
戦
い
を
挑
ん
だ
の
で
あ
る
。
政
治
史
上

の
事
象
で
表
現
す
れ
ぱ
、
一
八
八
二
年
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

＾
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
三

党
」
の
縞
成
と
、
一
八
八
七
年
の
「
ポ
ー
二
7
ン
ド
連
盟
」
の
結
成

と
が
、
転
換
を
示
す
事
件
で
あ
っ
た
。

　
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
は
、
分
割
支
配
下
で
、
当
時
の
意
味
で
の

説
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近
代
化
の
推
進
を
自
ら
の
テ
ー
ぜ
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
近
代

化
の
進
展
の
結
果
生
じ
た
種
々
の
社
会
間
題
、
そ
れ
に
幅
広
い
社

会
層
の
精
神
的
覚
醒
ー
こ
れ
こ
そ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ィ
ズ
ム
の
目
指

し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
L
と
り
わ
け
民
族
抑
圧
へ
の
、
あ
る

種
の
根
源
的
な
反
発
の
意
識
の
形
成
に
た
い
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ

ィ
ズ
ム
は
、
有
効
に
対
処
し
え
ず
、
逆
に
保
守
化
す
る
傾
向
を
見

せ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
打
破
し
た
い
と
い
う
欲
求
が
、
イ
ン
テ
リ
ゲ

ン
ッ
ィ
ァ
の
、
特
に
若
い
世
代
を
と
ら
え
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

様
々
の
色
彩
の
恩
想
を
本
国
に
向
け
て
発
信
す
る
亡
命
者
集
団
の

活
動
と
連
動
し
て
、
本
国
内
に
政
治
的
急
進
主
義
の
恩
潮
を
－

数
的
に
微
少
で
か
り
、
そ
の
影
響
圏
も
局
限
さ
れ
て
は
い
た
が

　
　
確
実
に
醸
成
さ
せ
て
い
っ
た
。
彼
ら
の
政
治
・
社
会
変
革
へ

の
意
志
は
、
一
方
で
は
、
壊
滅
し
た
ば
か
り
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
党
が
残
し
た
社
会
主
義
恩
想
と
行
動
主
義
に
、
ま
た
他
方
で
は
、

復
活
の
兆
し
を
見
せ
る
愛
国
主
義
の
思
潮
と
結
び
つ
い
た
。

　
一
八
八
○
年
代
中
葉
の
、
こ
の
若
い
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
の

思
想
傾
向
は
混
乱
し
て
い
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
党
の
社
会
革

命
論
は
、
民
族
問
題
へ
の
顧
慮
を
欠
き
、
愛
国
主
義
は
、
現
実
の

社
会
問
題
に
対
処
す
る
術
を
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
彼
ら
の

思
想
形
成
の
過
程
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

総
じ
て
問
題
は
、
民
族
解
放
1
そ
の
具
体
的
な
実
現
の
形
式
に

つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
問
わ
な
い
ー
と
杜
会
の
下
層
－
特
に

労
働
者
と
農
民
一
の
解
放
な
い
し
は
地
位
向
上
と
い
う
、
二
つ

の
課
題
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
の
、
重
点
の
置
き
方
の
差

異
が
、
そ
の
ま
ま
彼
ら
の
思
想
の
差
異
と
な
っ
て
現
れ
た
の
で
あ

る
。　

急
進
的
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
の
、
こ
の
恩
想
上
の
混
乱
は
、

一
八
九
〇
年
代
半
ぱ
近
く
に
は
、
お
お
よ
そ
、
以
下
の
三
方
向
に

整
序
さ
れ
る
こ
と
で
解
消
さ
れ
だ
。
便
宜
上
、
図
式
的
な
形
容
句

を
用
い
る
と
、
そ
れ
は
、
（
一
）
社
会
主
義
色
を
払
拭
し
つ
つ
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

る
、
愛
国
主
義
派
の
「
民
族
連
盟
」
、
（
二
）
古
典
的
な
愛
国
主
義

の
理
念
、
戦
術
を
継
承
し
つ
つ
、
一
応
は
杜
会
主
義
の
立
場
を
と

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

る
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
党
」
（
勺
勺
ω
）
、
（
三
）
ポ
ー
ラ
ン
ド
独
立

要
求
を
否
定
し
、
国
際
主
義
の
立
場
を
と
る
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国

　
　
　
＾
6
〕

社
会
民
主
党
」
（
ω
U
肉
勺
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
と
り
わ
け
勺
勺
ω

に
思
想
上
の
雑
色
性
が
認
め
ら
れ
る
。
主
導
権
を
握
る
右
派
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
〕

部
は
、
民
族
連
盟
と
揮
然
一
体
を
な
し
、
左
派
は
、
現
実
の
運
動

面
で
は
ω
U
穴
勺
と
の
区
別
が
唆
昧
で
あ
っ
た
。
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、

こ
の
図
式
の
、
（
二
）
と
（
三
）
の
接
点
に
位
置
し
た
。

拐
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（
1
）
　
（
o
o
ミ
q
乏
田
冒
毛
胃
餉
墨
蓋
ζ
）
拙
穂
1
、
三
－
五
頁
を
参
照
。

（
2
）
（
竃
豊
ミ
自
彗
a
o
姜
ω
8
芭
；
9
雰
書
一
冨
3
轟
雷
・
註
軍
◎
・

　
軍
邑
呉
）
拙
稿
1
、
七
－
一
〇
頁
を
参
照
。

（
3
）
　
（
＝
o
司
芭
勺
o
尻
ぎ
）
拙
稿
1
、
二
二
－
一
四
頁
を
参
照
。

（
4
）
　
（
■
耐
胆
2
彗
a
o
≦
閏
）
ポ
ー
ラ
ン
ド
連
盟
の
内
都
ク
ー
デ
タ
ー
に

　
よ
り
、
一
八
九
三
年
四
月
に
結
成
さ
れ
た
民
族
主
義
組
織
。
一
八
九

　
七
年
に
合
法
組
織
「
民
族
民
主
党
」
（
ω
旨
o
；
一
〇
暮
o
之
彗
a
o
妻
9

　
U
o
昌
o
片
冨
｛
o
昌
〇
一
エ
ン
デ
ツ
ィ
ア
）
を
創
設
。
一
九
〇
三
年
に
親

　
ロ
シ
ア
路
線
に
転
換
し
た
。

（
5
）
　
（
勺
o
－
島
嘗
勺
胃
巨
p
ω
o
o
育
豪
q
o
昌
葭
）
名
目
上
は
一
八
九
二
年
一

　
一
月
に
、
実
質
的
に
は
一
八
九
三
牛
秋
に
緒
成
。

（
6
）
　
（
ω
o
＆
巴
ま
冒
o
斤
墨
＆
簑
宍
a
－
窪
一
≠
曽
勺
o
匡
・
－
晶
o
）
一
八
九
三
年

　
七
月
に
結
成
。
弔
勺
ω
も
含
め
て
、
結
成
の
経
緯
に
つ
い
て
∫
は
、
拙

　
稿
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
労
働
運
動
に
お
け
る
二
つ
の
潮
流
の
形
成

　
に
つ
い
て
」
『
一
橋
研
究
』
第
八
巻
第
一
号
（
一
九
八
三
年
四
月
）

　
〔
以
下
、
拙
稿
n
〕
を
参
照
。

（
7
）
　
本
国
の
左
派
は
、
当
初
か
ら
、
こ
れ
を
批
判
し
て
い
た
。
左
派

　
が
優
勢
と
な
っ
た
第
三
回
大
会
（
一
八
九
五
年
六
月
）
で
、
弔
勺
ω
は
、

　
民
族
連
盟
と
の
断
絶
を
決
議
し
た
。
ミ
ミ
ミ
ぎ
言
き
ミ
急
ミ
辻
、
、
吻

　
ミ
§
￥
ミ
ミ
蔓
o
ぎ
§
ざ
式
o
冒
塞
｝
ミ
き
§
ξ
ポ
ぎ
§
辻
、
」
o
o
o
～
1
、
§
卓

　
8
目
ト
ミ
胃
蜆
墨
峯
凹
岩
o
N
L
．
宝
o
。
．
し
か
し
、
こ
の
決
議
は
、
規

　
約
上
は
勺
勺
ω
と
別
組
織
で
あ
っ
て
、
し
か
も
右
派
の
牙
城
で
あ
る

　
国
外
組
織
（
N
N
ω
元
）
の
メ
ン
バ
ー
を
拘
東
で
き
な
い
。
勺
｝
ω
H

　
N
N
ω
勺
と
民
族
連
盟
と
の
間
に
、
党
帰
属
に
関
し
て
明
確
な
境
界
線

が
で
き
る
の
は
、
一
八
九
六
年
頃
で
あ
る
。
勺
o
『
、
』
．
穴
彗
8
色
員

、
o
涼
ぎ
、
ミ
ミ
§
い
o
q
ミ
芳
ミ
o
§
s
§
ぎ
ぎ
ミ
量
§
1
量
§
一
峯
彗
・

竃
里
妻
凹
H
o
o
o
ナ
蜆
一
阜
与
〇
一

皿

　
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
「
ク
ロ
ネ
ン
ベ
ル
ク
商
業
学
校
」
は
、
王
国
で
、

ロ
シ
ア
化
を
免
れ
た
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
高
等
教
育
機
関
で
あ
っ

た
。
ク
ル
チ
ツ
キ
が
入
学
し
た
一
八
八
四
－
八
五
年
頃
、
こ
の
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
↓

校
で
は
、
幾
つ
か
の
秘
密
学
生
サ
ー
ク
ル
が
活
動
し
て
い
た
。
恩

想
傾
向
は
様
々
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ク
ル
は
、
ま
も
な

く
、
王
国
の
社
会
主
義
運
動
や
愛
国
主
義
運
動
に
、
多
く
の
活
動

家
を
供
給
す
る
源
泉
と
な
る
。
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、
な
か
で
も
最
も

杜
会
主
義
的
色
彩
の
強
い
サ
ー
ク
ル
に
属
し
、
ま
も
な
く
そ
の
中

心
人
物
と
な
る
。
一
八
八
六
年
に
は
、
彼
の
サ
ー
ク
ル
は
、
ワ
ル

シ
ャ
ワ
の
労
働
者
、
手
工
業
者
の
サ
ー
ク
ル
と
も
関
係
を
持
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

秘
密
の
教
宣
活
動
に
従
事
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
、

労
働
運
動
そ
の
も
の
に
介
入
し
た
形
跡
は
な
い
。

　
折
し
も
王
国
で
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
か
ら
の
脱
却
を
叫
ぷ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

急
進
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
発
生
と
連
動
し
て
、

社
会
主
義
と
愛
国
主
義
を
未
分
化
の
ま
ま
内
包
し
た
「
ポ
ー
ラ
ン

脳



‘

（35）　L・クルチツキの思想と行動

　
　
　
　
＾
4
）

ド
青
年
同
盟
L
（
N
9
）
が
結
成
さ
れ
た
。
N
9
は
、
と
り
わ
け
急

進
的
掌
生
を
対
象
に
、
急
速
に
組
織
網
を
広
げ
て
い
た
。
ク
ル
チ

ツ
キ
自
身
は
、
ま
だ
N
g
に
加
入
し
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
波
は

近
く
ま
で
押
し
寄
せ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
ク
ル
チ
ツ
キ
の
サ
i

ク
ル
は
、
彼
自
身
を
含
め
て
「
民
族
問
題
（
つ
ま
り
ポ
ー
ラ
ン
ド

独
立
の
要
求
－
H
宍
■
）
に
強
い
関
心
を
示
す
者
」
と
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ァ
ー
ト
党
流
の
「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
」
と
か
ら
成
っ
て
い

　
　
　
＾
5
）

た
と
い
う
。

　
一
八
八
七
年
初
秋
、
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、
自
己
の
勉
学
の
た
め
と
、

亡
命
者
と
の
接
触
の
た
め
に
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
ヘ
向
か
っ
た
。
勉
学

の
方
は
、
ま
も
な
く
放
棄
し
、
彼
は
専
ら
、
種
々
の
傾
向
の
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

ラ
ン
ド
人
、
ロ
シ
ァ
人
亡
命
者
と
の
接
触
に
明
け
暮
れ
る
。
結
局
、

彼
は
、
メ
ン
デ
ル
ソ
ン
（
ρ
峯
Φ
邑
芸
冒
）
や
デ
ン
プ
ス
キ
（
＞
．

U
豊
ω
巨
）
等
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
党
の
亡
命
残
党
に
組
し
、
ま

た
プ
レ
ハ
ノ
フ
等
と
も
接
触
し
な
が
ら
、
後
の
自
分
の
行
動
を
偉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

す
る
基
礎
を
作
り
あ
げ
て
い
っ
た
。
だ
が
奇
妙
な
こ
と
に
、
彼
は

そ
の
一
方
で
、
N
g
の
創
設
者
バ
リ
ツ
キ
（
N
・
団
昌
o
崖
）
と
も

親
交
を
結
ぴ
、
事
実
上
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
連
盟
の
下
部
組
織
と
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

た
N
g
に
も
加
入
し
て
い
る
。
革
命
家
を
志
す
若
い
イ
ン
テ
リ
ゲ

ン
ツ
ィ
ア
が
、
精
激
な
革
命
論
、
社
会
理
論
を
求
め
な
が
ら
、
そ

　
の
一
方
で
、
ロ
マ
ン
主
義
の
形
而
上
学
に
も
、
あ
る
憧
れ
を
抱
き

　
続
け
る
。
こ
の
矛
盾
し
た
姿
こ
そ
、
あ
る
意
味
で
は
、
こ
の
時
期

　
の
急
進
的
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ァ
の
心
情
を
、
適
確
に
映
し
出
し

　
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

・
　
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
党
再
建
の
方
向
で
、
亡

命
者
と
の
協
議
に
入
る
。
彼
は
、
そ
の
さ
い
、
亡
命
者
に
、
無
償

　
の
文
書
提
供
、
民
族
問
題
へ
の
顧
慮
、
憲
法
・
自
治
を
内
容
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

る
最
小
隈
綱
領
の
採
用
を
要
求
し
た
。
最
小
限
綱
領
の
意
義
を
否

定
し
、
「
社
会
革
命
」
と
い
う
最
大
隈
綱
領
の
み
を
掲
げ
て
、
プ

　
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
党
の
活
動
を
支
え
て
き
た
亡
命
者
は
、
こ
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
加
〕

き
、
あ
っ
さ
り
と
ク
ル
チ
ツ
キ
の
要
求
を
受
け
入
れ
た
。
本
国
に

再
ぴ
、
手
足
と
な
る
組
織
が
生
ま
れ
る
と
い
う
希
望
が
、
亡
命
者

を
し
て
、
妥
協
に
進
ま
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
も
か
く
、
こ
の
譲
歩
に
よ
っ
て
カ
を
得
た
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、

　
一
転
、
N
。
↑
を
脱
退
し
、
一
八
八
八
年
一
月
の
半
ぱ
に
、
大
量
の

文
書
を
携
え
て
、
ガ
リ
ツ
ィ
ア
経
由
で
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
戻
一
、
苧

そ
の
頃
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
は
、
す
で
に
カ
ス
プ
シ
ャ
ク
（
峯
宍
苧

毛
H
、
算
）
が
ポ
ズ
ナ
ニ
か
ら
来
て
お
り
、
独
自
の
労
働
者
組
織
活

動
を
進
め
て
い
た
。
一
八
八
八
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
こ

の
カ
ス
プ
シ
ャ
ク
の
グ
ル
ー
プ
と
、
ク
ロ
ネ
ン
ペ
ル
ク
商
業
学
校
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の
学
生
グ
ル
ー
プ
（
内
H
昌
9
ぎ
旨
ミ
ξ
）
と
が
合
体
し
て
、
「
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
）

二
次
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
党
」
が
結
成
さ
れ
た
。

　
（
1
）
　
声
峯
富
o
色
8
匡
（
■
・
肉
一
一
一
〇
ミ
o
匡
∀
串
｛
、
｝
。
、
｝
竈
、
ミ
。
ぎ
吻
。
過
宮
．

　
　
茅
這
ミ
ミ
篭
匿
さ
ざ
ミ
雨
さ
冬
客
ぎ
一
肉
、
顯
ぎ
冬
5
8
一
眈
・
－
蟹
－

　
　
H
ミ
一
－
田
o
旦
岨
墨
一
、
§
急
s
ミ
雨
ミ
、
§
ミ
ミ
ミ
ミ
｝
、
。
吊
砧
ミ
ぎ

　
青
溶
き
ミ
ミ
§
浄
“
、
、
N
勺
〇
一
串
ミ
顯
曇
．
。
・
這
轟
弓
“
、
・
室
・

　
（
2
）
書
昌
多
婁
し
㌻
き
一
蜆
・
§
・

　
（
3
）
　
一
八
八
六
年
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
発
刊
さ
れ
た
『
声
』
（
9
。
叩
）
。

　
　
そ
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
1
、
一
三
－
一
四
頁
を
参
照
。

　
（
4
）
　
（
N
色
鴛
艮
峯
δ
註
ざ
身
吊
o
尿
斥
亙
）
一
八
八
六
年
に
結
成
。

　
　
一
八
八
七
年
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
連
盟
に
緒
ぴ
つ
く
。

　
（
5
）
　
峯
竃
o
色
8
置
一
〇
、
ミ
“
・
・
餉
・
旨
α
・

二
6
）
F
窒
ミ
貴
冒
ぎ
一
亀
ミ
溶
書
ミ
（
U
、
一
芭
；
要
。
官
、
言

　
　
団
亭
－
O
冨
医
2
凹
H
O
｛
O
ミ
且
峯
ミ
葭
誘
N
芭
ξ
げ
一
囮
㌣
O
目
冒
－
く
ひ
ω
O
O
阜
）
一
蜆
・

　
　
H
阜
o
■
H
N
N
．

　
（
7
）
　
§
§
皆
一
蜆
・
H
s
l
H
3
・

　
（
8
）
一
§
貴
血
・
旨
o
・

　
（
9
）
一
§
豊
眈
’
曇
－
曇
一
事
・
婁
“
。
望
喜
目
P
景
享
咀
・

　
　
山
伽
一

　
（
1
0
）
　
§
§
智
一
ω
・
ご
ρ

　
（
1
1
）
§
鼻
蜆
．
量
曇
－
曇
一
N
墓
魯
。
§
ぎ
雨
書
ミ
§
、
き
．

　
　
膏
ミ
o
ぎ
式
p
、
．
N
o
o
旨
峯
閏
麦
．
．
一
5
s
昌
一
肋
」
g
・
一
s
l
H
a
・

　
（
1
2
）
　
吊
昌
．
ω
o
篶
材
墨
一
〇
、
・
o
串
一
㎜
・
讐
1
＄
・

w

　
第
二
次
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
党
は
、
党
活
動
を
進
め
る
過
程
で
、

幾
つ
か
の
バ
ン
フ
レ
ソ
ト
を
発
行
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
連
盟
の
領

袖
ミ
ウ
コ
フ
ス
キ
（
N
．
旨
寿
o
婁
ぎ
－
■
■
－
＆
）
を
批
判
し
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

ク
ル
チ
ツ
キ
の
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
も
、
そ
の
一
環
で
あ
る
。
彼
は
、

こ
こ
で
初
め
て
、
自
己
の
思
想
を
体
系
的
に
公
表
し
た
。
彼
は
そ

の
な
か
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
連
盟
の
愛
国
主
義
を
、
（
一
）
ポ
ー
ラ

ン
ド
独
立
要
求
の
不
明
確
さ
（
民
族
的
境
界
か
、
歴
史
的
境
界

か
？
）
、
（
二
）
社
会
的
綱
領
の
欠
如
（
現
存
社
会
に
お
け
る
階
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

対
立
へ
の
視
点
の
欠
如
）
に
つ
い
て
批
判
し
た
。
彼
は
更
に
、

「
愛
国
主
義
的
感
情
は
、
民
族
的
一
体
性
が
見
い
出
さ
れ
る
と
一
一

ろ
…
：
言
い
か
え
る
と
、
民
族
が
、
法
的
、
経
済
的
に
み
て
、
ひ

と
つ
の
階
級
を
な
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
の
み
、
本
格
的
な
政
治
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

争
の
う
ち
に
出
現
し
う
る
も
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
党
が
結
成
さ
れ
る
直
前
の
、
一
八
八
O
年
代
初
頭
に
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
社
会
主
義
者
の
間
で
、
独
立
要
求
の
是
非
の
問
題

と
も
関
連
し
て
、
運
動
の
原
動
カ
、
い
や
む
し
ろ
革
命
理
論
そ
の

も
の
の
基
礎
を
、
「
民
族
」
と
み
る
か
、
あ
る
い
は
「
階
級
」
（
ブ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
）
と
み
る
か
と
い
う
対
立
が
存
在
し
、
そ
の
二

36
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者
択
一
が
、
後
の
杜
会
主
義
者
の
あ
り
方
を
決
定
し
た
と
い
う
経

緯
が
あ
っ
た
。
ク
ル
チ
ツ
キ
が
こ
こ
で
用
い
た
論
理
は
、
明
ら
か

に
後
者
の
側
、
す
な
わ
ち
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
党
の
論
理
の
枠
内

に
あ
る
。

　
独
立
要
求
に
つ
い
て
は
、
彼
は
、
そ
の
倫
理
的
正
当
性
を
認
め

つ
つ
も
、
そ
の
た
め
の
戦
略
も
戦
術
も
提
示
し
な
い
。
彼
に
と
っ

て
、
近
い
将
来
に
実
現
す
る
見
込
み
の
あ
る
も
の
の
み
が
、
綱
領

た
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
、
独
立
の
達
成
を
最

小
限
綱
領
と
し
、
社
会
主
義
を
最
大
隈
綱
領
と
す
る
、
リ
マ
ノ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

ス
キ
（
｝
－
昌
彗
o
婁
ζ
）
派
の
社
会
主
義
者
の
路
線
1
こ
れ

が
後
に
勺
勺
ω
に
継
承
さ
れ
る
1
と
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
時

点
で
は
、
理
論
的
に
無
縁
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
最
小
隈
綱
領
と
し
て
捷
示
さ
れ
た
「
ロ
シ
ア
帝
国

の
民
主
的
憲
法
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
自
治
」
と
が
、
最
も
重
要

な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
党
は
、
当
時

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
に
存
在
す
る
抑
圧
を
、
政
治
的
（
民
族
的
）

抑
圧
と
、
経
済
的
（
階
級
的
）
抑
圧
に
区
分
け
し
、
前
者
を
後
者

の
一
部
分
と
規
定
し
た
。
前
者
の
抑
圧
の
解
消
ー
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
独
立
1
は
、
部
分
的
解
放
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
そ
の
意
義

を
否
定
さ
れ
、
後
春
の
解
放
－
社
会
主
義
の
実
現
1
が
、
一

　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

面
的
に
主
張
さ
れ
た
。
ク
ル
チ
ツ
キ
も
、
抑
圧
の
区
分
け
に
つ
い

て
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
党
の
仕
方
を
踏
襲
し
た
が
、
解
放
の

戦
略
は
、
ま
っ
た
く
異
っ
て
い
る
。
彼
は
、
政
治
的
（
民
族
的
）

抑
圧
か
ら
の
解
放
を
、
現
実
に
唯
一
可
能
な
要
求
、
全
面
的
解
放

の
た
め
の
不
可
欠
の
前
段
階
と
し
て
重
視
し
、
そ
れ
を
最
小
隈
綱

領
と
し
て
提
示
し
た
。
「
政
治
的
グ
ル
ー
プ
の
自
治
、
そ
れ
も
完

全
な
自
治
は
、
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
抑
圧
を
、
し
た
が
っ
て
民
族
的

抑
圧
を
も
除
去
す
る
。
－
－
人
種
的
独
自
性
を
有
す
る
、
あ
る
人

間
集
団
、
い
わ
ゆ
る
民
族
の
発
展
の
た
め
に
は
、
自
治
の
権
利
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

有
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ぱ
、
そ
れ
で
申
し
分
な
い
。
」
「
政
治
的
グ

ル
ー
プ
」
と
い
う
語
を
を
ど
う
解
釈
す
る
か
は
さ
て
お
い
て
も
、

ク
ル
チ
ツ
キ
に
お
い
て
は
、
自
治
、
独
立
、
社
会
主
義
の
相
互
関

係
、
特
に
自
治
は
独
立
の
前
段
階
な
の
か
、
社
会
主
義
の
前
段
階

な
の
か
、
ま
た
独
立
は
社
会
主
義
の
必
須
の
前
段
階
な
の
か
と
い

う
、
発
展
の
連
鎖
に
つ
い
て
の
見
解
が
、
い
ま
ひ
と
つ
明
確
で
な

い
。
縞
局
、
彼
は
、
最
後
ま
で
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ

た
“
と
い
う
よ
り
は
、
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も

か
く
、
彼
は
、
自
治
を
唱
え
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
戦
略
を
、
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
乙

シ
ァ
の
社
会
主
義
者
と
の
共
闘
（
国
際
主
義
）
に
も
と
づ
か
せ
、

戦
術
を
、
絶
対
主
義
の
条
件
下
で
は
、
唯
一
有
効
な
手
段
で
あ
る

〃
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＾
8
）

政
治
的
テ
ロ
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
バ
ン
フ
レ
ヅ
ト
で
表
明
さ
れ
た
見
解
は
、
お
お
よ
そ
、
以

後
一
〇
数
年
間
、
持
続
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

が
、
も
う
ひ
と
つ
間
題
と
す
ぺ
き
こ
と
は
、
彼
の
対
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ

ィ
ズ
ム
観
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、
一
八
八

○
年
代
に
は
何
も
、
そ
し
て
後
に
も
多
く
は
語
っ
て
い
な
い
。
そ

の
数
少
な
い
言
明
か
ら
類
推
す
る
隈
り
で
は
、
彼
は
、
ポ
ジ
テ
ィ

ヴ
ィ
ズ
ム
の
社
会
有
機
体
論
や
「
有
機
的
労
働
」
（
勺
冨
s
冒
o
q
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

邑
g
量
）
論
を
、
政
治
的
観
点
か
ら
は
批
判
し
つ
つ
も
、
そ
れ
が

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
精
神
文
化
の
向
上
に
果
た
し
た
功
績
は
き
わ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
m
）

て
大
き
い
と
評
価
し
て
い
る
。
し
か
も
、
ク
ル
チ
ツ
キ
が
、
最
小

限
綱
領
の
正
当
性
を
論
じ
る
さ
い
に
用
い
た
論
法
は
、
明
ら
か
に
、

現
実
の
状
況
を
見
て
、
可
能
な
も
の
を
選
択
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ

ズ
ム
の
論
法
で
あ
る
。
彼
が
提
示
し
た
最
小
限
綱
領
が
、
そ
の
内

実
に
お
い
て
、
当
時
の
急
進
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
ー
こ
れ
も
ポ
ジ

テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
子
で
あ
る
1
の
要
求
と
類
似
し
て
い
た
こ
と

は
、
む
し
ろ
必
然
だ
っ
た
と
い
う
ぺ
き
か
も
し
れ
な
い
。
ク
ル
チ

ツ
キ
に
と
っ
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
は
、
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ

ィ
ア
を
厳
密
科
学
へ
誘
い
、
現
実
主
義
的
な
思
考
様
式
を
確
立
さ

せ
、
ま
た
社
会
の
要
請
に
現
実
的
な
仕
方
で
適
合
す
る
道
徳
、
他

愛
的
（
筆
昌
一
蜆
｛
s
ξ
）
な
エ
テ
ィ
カ
を
生
み
出
し
た
点
で
、
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
n
〕

し
ろ
稜
極
的
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ぱ
、

こ
の
社
会
的
エ
テ
ィ
カ
を
共
有
す
る
革
命
家
は
、
す
ぺ
て
ポ
ジ
テ

　
　
　
　
　
　
＾
1
2
〕

イ
ヴ
ィ
ス
ト
で
あ
り
、
彼
自
身
も
、
と
う
ぜ
ん
そ
の
一
人
で
あ
る
。

　
ク
ル
チ
ツ
キ
の
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
メ
ン
デ

ル
ソ
ン
の
手
に
な
る
、
党
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
委
員
会
の
ピ
ラ
が
、
国

外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
、
撤
か
れ
た
。
前
年
の
協
議
に
し
た
が
い
、

メ
ン
デ
ル
ソ
ン
は
こ
こ
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
党
と
し
て
は
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
口
）

め
て
、
最
小
隈
綱
領
と
し
て
の
「
自
治
」
の
要
求
を
表
明
し
た
。

し
か
し
、
メ
ル
デ
ル
ソ
ン
が
こ
の
文
書
で
用
い
た
「
自
治
」
と
、

ク
ル
チ
ツ
キ
が
前
述
の
パ
ン
フ
レ
ヅ
ト
で
用
い
た
「
自
治
」
は
、

は
ウ
き
り
と
意
味
合
い
を
異
に
し
て
い
る
。
メ
ン
デ
ル
ソ
ン
は
、

全
体
と
し
て
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
党
時
代
の
見
解
に
依
拠
し

て
お
り
、
「
自
治
」
は
、
婁
実
上
、
社
会
主
義
社
会
に
到
る
過
渡

的
形
態
、
つ
ま
り
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
」
に
言
い
換
え
ら

　
　
＾
1
4
）

れ
て
い
た
。
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、
一
八
八
八
年
夏
に
、
要
人
暗
殺
を

企
て
た
こ
と
が
も
と
で
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
退
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
・

　
　
　
　
　
壼
）

パ
リ
ヘ
向
か
っ
た
。
こ
の
と
き
、
彼
が
、
最
小
限
綱
領
に
関
す
る

齪
齢
を
調
整
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
バ
リ
で
、
こ

の
点
で
メ
ン
デ
ル
ソ
ン
と
ど
ん
な
話
し
合
い
を
し
た
の
か
は
明
ら

38
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＾
1
6
）

か
で
な
い
。
と
も
か
く
、
メ
ン
デ
ル
ソ
ン
は
・
翌
一
八
八
九
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
g

も
同
じ
よ
う
な
趣
旨
の
論
文
を
、
機
関
誌
に
載
せ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
経
緯
は
、
当
時
用
い
ら
れ
た
「
自
治
」
（
墨
冨
O
冨
畳
）

と
い
う
語
が
、
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
に
な
っ
て
、
明
確
に
地
域
的

自
治
を
示
す
語
（
彗
ざ
旨
目
鼠
）
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
、
当
事
者
間
に
共
通
の
理
解
の
な
い
、
解
釈
の
一
定
し
な
い
言

葉
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
の
帰
結
で
あ
る
。
た
だ
少
な
く
と
も
、
本

国
の
、
ク
ル
チ
ツ
キ
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
に
は
、
そ
れ
が
後

者
、
つ
ま
り
「
彗
芹
昌
O
昌
鼠
」
の
意
味
と
し
て
の
「
自
治
」
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
8
〕

る
と
い
う
了
解
が
、
確
か
に
存
在
し
て
い
た
。

　
（
1
）
　
P
．
宍
邑
o
ミ
o
匡
］
一
N
言
竃
o
き
｝
；
｝
§
ミ
．
、
完
竈
ミ
o
o
ミ
§
膏

　
　
吊
ミ
ミ
ミ
母
｝
o
吻
ぎ
ミ
膏
≧
ミ
o
き
ミ
§
、
、
一
［
婁
胃
餉
墨
≦
凸
崖
o
o
o
。
．

　
（
2
）
峯
竃
o
ま
8
頁
膏
ミ
L
．
H
8
－
H
芦

　
（
3
）
［
昏
一
〇
ミ
o
菖
、
唐
§
ミ
・
・
…
一
而
．
α
1
“
書
．
5
≦
9
｛
1

　
　
、
“
’
咀
一
一
㎞
一

　
（
4
）
　
拙
稿
1
、
一
〇
頁
、
お
よ
ぴ
拙
稿
■
、
五
〇
頁
を
参
照
。

　
（
5
）
　
拙
稿
1
、
八
－
一
〇
頁
、
お
よ
び
拙
稿
n
、
四
六
－
四
七
頁
を

　
　
参
照
。

　
（
6
）
［
昏
一
S
毛
菖
し
唐
§
ミ
…
二
二
9
薫
．
5
ミ
一
P
冬
1

　
　
＆
ゴ
蜆
一
－
o
l

　
（
7
）
　
他
の
二
つ
の
分
割
領
に
つ
い
て
も
、
彼
は
、
同
様
の
戦
略
を
提

　
　
示
す
る
。
そ
の
場
合
の
共
闘
の
対
象
は
、
と
う
ぜ
ん
ド
イ
ツ
お
よ
ぴ

　
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
の
社
会
主
義
者
で
あ
る
。
勺
O
H
、
§
§
茸
眈
二
9
o
亨

　
峯
一
ミ
貝
s
1
＆
、
1
一
ω
．
旨
一

（
8
）
§
§
黄
岨
．
＝
二
亨
三
ミ
一
9
意
；
き
・
」
＞

（
9
）
■
・
昏
一
S
毛
頁
§
ミ
ζ
。
婁
§
竃
書
翁
3
曇
ぎ
呉
写
婁

　
岩
O
P
餉
・
塞
－
さ
一
峯
爵
O
至
O
O
匡
一
尋
．
ミ
、
．
一
蜆
．
宗
1

（
1
0
）
　
肉
邑
o
ミ
o
算
b
o
ぎ
ぎ
§
夷
o
噂
o
貴
叩
1
～
辛
－
蟹
一
旨
竃
o
ま
8
匡
一

　
魯
．
o
宍
一
眈
一
旨
一

（
u
）
　
■
．
肉
己
s
｝
o
斥
一
ξ
ミ
o
篭
㎞
ミ
雨
“
、
邊
曇
ミ
§
や
餉
、
o
§
雨
｝
、
o
ミ
ミ
・

　
§
S
♪
竃
ユ
串
H
一
宍
『
閏
片
ひ
薫
一
〇
〇
少
朋
一
一
H
I
－
～
一

（
1
2
）
　
§
§
蛍
蜆
－
巨
．

（
1
3
）
　
声
ま
邑
（
宛
鶉
）
一
b
～
ミ
耐
ミ
o
“
ミ
き
q
s
募
ミ
o
§
棄
o
S
～
き
ミ
～
雨

　
§
｝
ミ
窯
軋
§
婁
害
蜆
墨
≦
顯
－
湯
o
o
（
婁
｝
o
．
ご
－
虐
o
）
一
望
串
H
－
曽
～
．

（
1
4
）
　
§
§
貴
蜆
－
曽
N
1

（
1
5
）
　
八
月
に
ス
ト
ヅ
ク
ホ
ル
ム
で
、
亡
命
者
と
の
会
合
が
開
か
れ
る

　
予
定
に
な
っ
て
い
た
。
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、
リ
ガ
経
由
で
ス
ト
ヅ
ク
ホ

　
ル
ム
入
り
を
試
み
た
が
、
果
た
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
パ
リ
に
向
か
う
た
。

（
1
6
）
　
こ
の
時
の
バ
リ
滞
在
に
つ
い
て
、
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、
メ
ン
デ
ル

　
ソ
ン
が
プ
ラ
ン
キ
ズ
ム
に
魅
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
本
国
で
テ
ロ
活

　
動
を
推
進
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
こ
と
し
か
暫
き
残
し
て
い
な
い
。

　
勺
昌
．
肉
邑
富
㌣
鼻
一
b
o
ぎ
ざ
§
晶
o
告
～
や
岨
．
－
ま
ー
5
“
8
－
－

　
曽
f
N
雨
蔓
患
o
§
ミ
茎
ト
ミ
き
｝
ぎ
宍
ミ
耐
ミ
o
ぎ
祭
p
叩
．
一
ミ
ー
H
N
仰

　
H
N
0
0
1
－
o
o
H
．

（
〃
）
　
吊
胃
ポ
o
、
、
“
’
m
．
～
蟹
1
N
蟹
一

（
1
8
）
　
旨
彗
o
色
9
5
｛
一
ミ
ニ
叩
一
－
ヨ
一

籾
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V

　
一
八
八
八
年
一
〇
月
に
本
国
に
展
っ
た
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、
＝
一

月
末
に
逮
捕
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
彼
が
獄
中
に
あ
っ
た
間
に
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
王
国
の
杜
会
主
義
運
動
、
愛
国
主
義
運
動
に
は
、
大
き

な
変
化
が
生
じ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
二
つ
の
社
会
主
義
党
が
生

ま
れ
、
愛
国
主
義
勢
カ
が
再
編
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ク
ル
チ
ツ
キ

は
、
一
八
九
三
年
六
月
に
釈
放
さ
れ
、
翌
年
、
勺
勺
ω
に
入
党
す

る
。　

成
立
当
初
の
勺
吊
ω
は
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
た
労
働
者
組
織
の

大
部
分
が
ω
U
床
勺
を
結
成
し
た
た
め
、
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア

中
心
の
党
で
あ
っ
た
。
労
働
者
組
織
を
提
供
し
た
の
は
、
唯
一
、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ス
ト
ロ
ジ
ヱ
ツ
キ
（
』
一
ω
茸
o
“
8
匡
）
の
グ
ル
ー

プ
で
あ
っ
た
。
党
の
主
導
権
を
握
っ
た
の
は
、
国
外
の
「
在
外
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

ー
ラ
ン
ド
人
社
会
主
義
者
同
盟
」
（
N
N
ω
勺
）
と
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
（
－
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

葭
｝
竃
象
ま
）
等
の
ヴ
ィ
ル
ノ
・
グ
ル
ー
プ
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ

ァ
で
あ
り
、
彼
ら
が
右
派
を
形
成
し
た
。
ス
ト
ロ
ジ
ェ
ツ
キ
の
グ

ル
ー
プ
を
中
心
と
す
る
、
数
的
に
は
最
大
の
ス
ル
シ
ャ
ワ
組
織
は
、

左
派
を
形
成
し
た
。
右
派
の
主
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
N
象
や

民
族
連
盟
に
近
く
、
逆
に
ス
ト
ロ
ジ
ェ
ツ
キ
の
グ
ル
ー
プ
は
、

ω
昌
（
勺
と
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
。
右
派
の
牙
城
で
、
党
の
理

論
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
N
N
ω
勺
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
独
立
を
最
小
隈

綱
領
と
し
て
強
調
す
る
論
調
を
持
続
し
た
。
運
動
の
方
針
を
め
ぐ

る
、
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
と
労
働
者
の
意
識
の
差
は
大
き
く
、

本
国
の
左
派
の
反
発
は
必
至
で
あ
っ
た
。

　
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、
ス
ト
ロ
ジ
ニ
ツ
キ
逮
捕
後
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
組

織
を
率
い
、
右
派
指
導
部
に
対
抗
す
る
。
彼
は
、
一
八
九
四
年
半

ば
に
、
「
綱
領
問
題
」
と
題
す
る
論
稿
を
、
N
N
O
O
勺
の
機
関
誌
『
曙

光
』
（
埠
・
＆
芽
6
に
送
っ
た
。
そ
の
中
で
、
彼
は
、
独
立
要
求

そ
の
も
の
は
社
会
主
義
の
達
成
に
有
利
だ
と
し
て
認
め
る
も
の
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

そ
の
実
現
の
条
件
を
間
題
視
す
る
。
N
N
ω
勺
は
、
一
八
八
O
年
代

後
半
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
連
盟
が
提
示
し
た
戦
賂
に
固
執
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、
分
割
国
同
士
の
戦
争
、
あ
る
い
は
ロ
シ
ア
の
内
部
被
綻

を
機
に
民
族
蜂
起
を
起
こ
し
、
分
離
独
立
を
達
成
す
る
と
い
う
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

略
で
あ
る
。
こ
の
戦
略
を
「
有
害
な
夢
想
」
と
非
難
し
た
ク
ル
チ

ツ
キ
は
、
国
際
主
義
の
立
場
か
ら
、
ロ
シ
ァ
の
革
命
勢
カ
と
の
共

闘
に
も
と
づ
く
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
民
主
化
、
憲
法
の
獲
得
を
最
至

近
の
課
題
と
し
、
そ
れ
を
独
立
に
到
る
必
然
の
移
行
段
階
と
位
置

づ
け
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
勺
勺
ω
の
綱
領
に
加
え
よ
と
要
求
し

　
　
　
？
〕

た
の
で
あ
る
。

40



（41）　L・クルチツキの思想と行動

　
『
曙
光
』
編
集
部
は
、
ク
ル
チ
ツ
キ
の
論
稿
を
掲
載
せ
ず
、
逆

に
「
諸
段
階
」
と
い
う
題
の
連
続
論
文
を
発
表
し
て
、
ク
ル
チ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

キ
を
代
表
と
す
る
左
派
に
対
抗
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
ク
ル
チ
ツ

キ
は
、
機
関
誌
上
で
の
論
争
を
あ
き
ら
め
、
間
趨
を
党
大
会
の
場

　
　
　
　
　
　
　
（
ヱ

に
移
そ
う
と
企
て
た
。
そ
れ
を
察
知
し
た
右
派
指
導
部
と
左
派
と

の
間
で
、
事
前
工
作
競
争
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
そ
の
過

程
で
、
ク
ル
チ
ツ
キ
と
、
も
う
ひ
と
り
の
左
派
の
領
袖
ビ
ェ
ト
キ

ェ
ヴ
ィ
チ
（
界
宝
茎
ま
三
s
）
は
、
ビ
ウ
ス
ツ
キ
等
の
軟
化
工

作
に
屈
し
た
。
彼
ら
は
、
憲
法
要
求
の
条
項
を
合
ん
だ
新
綱
領
の

作
成
、
あ
る
い
は
現
綱
領
の
改
訂
は
求
め
ず
、
勺
勺
ω
が
憲
法
要

求
を
支
持
す
る
と
の
言
明
を
、
吊
勺
ω
の
機
関
誌
『
労
働
者
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

（
局
o
σ
〇
一
、
－
寿
）
に
掲
載
す
る
と
い
う
線
で
妥
協
し
た
。

　
勺
勺
ω
第
三
回
大
会
は
、
こ
の
事
前
工
作
の
た
め
、
予
定
よ
り

半
年
も
遅
れ
て
、
一
八
九
五
年
六
月
末
に
ヴ
ィ
ル
ノ
で
開
か
れ
た
。

大
会
は
、
ク
ル
チ
ツ
キ
を
、
右
派
の
ビ
ウ
ス
ツ
キ
、
ヴ
ォ
イ
チ

ェ
ホ
フ
ス
キ
（
ψ
老
o
首
8
巨
姜
一
6
と
と
も
に
中
央
委
員
会

（
O
肉
宛
）
に
選
出
し
、
憲
法
要
求
の
問
題
で
は
、
事
前
工
作
通
り

　
　
　
＾
9
〕

に
決
議
し
た
。
憲
法
要
求
に
つ
い
て
の
言
明
は
、
『
労
働
者
』
九

号
（
一
八
九
五
年
八
月
二
五
日
）
で
、
ビ
ウ
ス
ツ
キ
に
よ
っ
て
な

。
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
内
容
は
、
ク
ル
チ
ツ
キ
等
の
期
待
と

は
、
お
よ
そ
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
「
わ
れ

わ
れ
は
、
立
憲
化
に
は
好
意
的
に
対
応
す
る
し
、
ロ
シ
ァ
人
が
こ

の
方
向
で
努
カ
す
る
の
を
支
持
も
し
う
る
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
と

し
て
は
、
そ
ん
な
中
途
半
端
な
自
由
を
、
わ
れ
わ
れ
の
政
策
肌
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ロ
シ

ア
の
社
会
の
内
部
を
厳
密
に
分
析
す
れ
ぱ
、
結
論
は
、
独
立
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
D
〕

ラ
ン
ド
共
和
国
し
か
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ビ
ウ
ス
ツ
キ
の

独
断
尊
行
に
た
い
し
て
、
ク
ル
チ
ツ
キ
が
何
ら
か
の
抗
議
を
し
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。

ま
も
な
く
、
ク
ル
チ
ツ
キ
は
逮
捕
さ
れ
、
二
年
間
の
投
獄
の
後
、

シ
ベ
リ
ァ
流
刑
に
処
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
右
派
の
み

の
構
成
と
な
っ
た
O
H
（
肉
が
、
第
三
回
大
会
の
決
議
を
有
名
無
実

化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
1
）
（
N
三
着
o
斤
N
纈
o
司
『
彗
一
〇
昌
｝
o
げ
ω
o
ユ
巴
尿
3
ミ
勺
o
尿
5
o
｝
）
一
八

　
九
二
年
一
一
月
に
パ
リ
で
開
か
れ
た
、
亡
命
者
を
中
心
と
す
る
会
議

・
　
で
、
本
国
の
運
動
の
統
一
と
指
導
の
た
め
の
組
織
と
し
て
緒
成
さ
れ

　
た
。
勺
勺
o
o
の
創
設
も
、
こ
の
と
き
に
決
定
さ
れ
た
。
結
成
の
経
緯

　
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
皿
、
五
三
－
五
四
を
参
照
。

（
2
）
　
一
八
九
三
年
六
月
に
、
自
称
「
勺
勺
ω
第
一
回
犬
会
」
を
開
い

　
た
グ
ル
ー
プ
で
、
ほ
ぼ
金
員
が
N
o
片
に
属
し
て
い
た
。
彼
ら
が
、

　
勺
勺
ω
の
最
高
指
導
部
9
（
射
を
掌
握
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
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（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）○

戸
薫
一
9
o
＞
＆
、
J
p
N
0
一

旨
芭
目
o
ミ
討
o
キ
一
〇
、
、
、
一
一
叩
一
N
o
N
・

婁
－
9
o
、
ミ
“
’
m
一
～
o
・

峯
竃
o
ミ
ざ
o
斤
一
〇
、
一
9
㌻
餉
－
s
N
I
8
p

冬
｛
9
魯
一
ミ
ゴ
叩
一
N
ω
・

内
芭
目
o
o
峯
－
0
N
一
〇
＞
～
、
；
蜆
．
山
o
α
・

ミ
ミ
ミ
ざ
膏
き
ミ
良
ミ
3
電
吻
・
：
…
一
血
・
宝
α
・

［
』
．
曽
－
豊
穿
ζ
｝
～
§
§
ぎ
｝
ぎ
o
苫
・
薫
一
穴
竃
8
皇
員
冬
・

眈
一
い
o
N
一

　
　
　
　
　
w

　
一
八
九
九
年
八
月
に
シ
ペ
リ
ア
を
脱
走
し
た
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
の
ル
ヴ
フ
に
居
を
定
め
、
N
N
ω
勺
の
ル
ヴ
フ
支

部
に
加
入
し
た
。
当
初
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
N
N
ω
勺
指
導
部
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

関
係
も
良
好
で
、
勺
勺
ω
指
導
部
へ
の
復
帰
の
可
能
性
も
生
じ
た
。

こ
れ
ま
で
公
式
に
は
勺
弔
ω
と
別
個
の
組
織
で
あ
っ
た
N
易
弔
は
、

一
八
九
九
年
二
一
月
の
第
六
回
大
会
で
、
規
約
を
改
正
し
、
「
弔
勺
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

在
外
部
」
と
な
っ
て
、
弔
勺
ω
に
下
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
O
■
勾
は
、
在
外
都
の
指
揮
の
た
め
の
「
国
外
委

員
会
」
（
宍
N
）
を
創
設
し
、
ク
ル
チ
ツ
キ
も
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
に

選
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
頃
か
ら
、
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、
以
前

の
主
張
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
り
、
指
導
都
と
の
関
係
も
険
悪
化

し
始
め
る
。
彼
は
、
勺
勺
ω
の
蜂
起
戦
略
を
批
判
し
た
「
テ
ロ
リ

ズ
ム
」
と
題
す
る
論
稿
を
、
『
曙
光
』
に
送
っ
た
が
、
ま
た
も
掲

載
を
拒
脊
さ
仏
赴
。
こ
れ
を
機
に
、
．
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、
こ
ん
ど
は

ル
ヴ
フ
支
都
を
拠
点
に
し
て
、
指
導
部
批
判
を
開
始
し
た
の
で
あ

る
。　
こ
の
と
き
、
勺
巾
ω
は
、
結
党
以
来
、
最
大
の
危
機
に
見
舞
わ

れ
て
い
た
。
一
九
〇
〇
年
二
月
に
、
ウ
ッ
チ
の
『
労
働
者
』
の
印

刷
所
が
発
覚
し
、
三
名
の
O
肉
肉
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
ビ
ウ
ス

ツ
キ
と
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
（
戸
呂
警
旨
婁
ぎ
）
が
逮
捕
さ
れ
、
本

国
組
織
は
、
い
わ
ぱ
頭
を
失
っ
た
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ロ

ン
ド
ン
の
H
N
本
部
は
、
バ
ニ
ヅ
ク
を
避
け
る
た
め
、
一
部
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

肉
N
の
メ
ン
バ
ー
に
さ
え
、
こ
の
事
件
を
ひ
た
隠
し
に
し
た
。
ま

も
な
く
、
幾
つ
か
の
支
都
が
こ
の
行
為
に
抗
議
し
た
が
、
最
も
強

硬
だ
っ
た
の
が
、
ク
ル
チ
ツ
キ
の
率
い
る
ル
ヴ
フ
支
部
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
た
い
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
本
部
は
、
党
規
偉
。
を
持
ち
出
し
、

除
名
も
ほ
の
め
か
す
よ
う
な
強
圧
的
な
態
度
を
と
り
続
け
た
。
こ

の
た
め
、
ル
ヴ
フ
支
部
は
、
一
九
〇
〇
年
五
月
中
句
に
、
先
手
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

打
っ
て
、
勺
勺
ω
か
ら
の
脱
退
を
通
告
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、

同
じ
反
対
派
の
パ
リ
支
都
や
チ
ュ
ー
リ
ヒ
支
部
が
、
ル
ヴ
フ
支
都

塊



（43）　L・クルチツキの思想と行動

と
本
部
と
の
仲
介
に
動
い
た
が
、
双
方
と
も
譲
る
気
配
は
な
か
っ

た
。
結
局
、
ル
ヴ
フ
支
部
は
、
五
月
下
旬
に
「
勺
巾
ω
ー
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
」
、
ま
た
は
「
第
三
次
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
党
」
を
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

乗
っ
て
、
正
式
に
分
離
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
ウ
ヅ
チ
と
ワ
ル

シ
ャ
ワ
で
、
と
り
わ
け
、
以
前
の
左
派
グ
ル
ー
プ
の
再
組
織
化
に

乗
り
出
し
た
。

　
実
質
上
の
党
首
で
あ
る
ク
ル
チ
ツ
キ
は
・
勺
勺
ω
－
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
を
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
労
働
運
動
の
印
で
、
弔
勺
ω
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
・
リ
ト
ァ
ニ
ァ
社
会
民
主
党
」
（
ω
一
〕
肉
勺
旨
）

の
中
間
に
立
た
せ
、
い
わ
ぱ
「
第
三
勢
カ
」
と
し
て
、
運
動
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

導
権
を
握
ろ
う
と
考
え
た
。
し
か
し
、
経
験
あ
る
有
能
な
オ
ル
ガ

ナ
イ
ザ
ー
を
欠
き
、
ま
た
政
治
闘
争
偏
重
に
傾
い
て
、
労
働
運
動

の
日
常
闘
争
の
た
め
の
、
有
効
か
つ
独
自
の
理
論
を
欠
い
た
弔
～
ω

－
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
労
働
運
動
に
お
い

て
、
二
大
勢
カ
を
築
き
つ
つ
あ
っ
た
勺
勺
ω
と
ω
U
宍
里
ピ
の
後

塵
を
拝
す
る
に
留
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
小
党

の
無
カ
さ
に
さ
い
な
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
が
ゆ
え
に
、
ク
ル
チ
ツ
キ

は
、
綱
領
的
に
も
近
く
、
実
際
の
運
動
で
も
協
カ
関
係
に
あ
っ
た

　
　
＾
9
〕

ω
U
宍
宝
■
に
合
同
を
持
ち
か
け
、
交
渉
を
行
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
も
、
テ
ロ
行
使
の
是
非
を
め
ぐ
る
対
立
か
ら
、
不
首
尾
に
終

　
　
　
　
　
＾
皿
）

わ
っ
て
し
ま
う
。

　
勺
、
ω
ー
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
一
九
〇
五
年
革
命
勃
発
後
、

ク
ル
チ
ツ
キ
の
思
想
の
変
化
を
反
映
し
て
、
次
第
に
リ
ベ
ラ
リ
ズ

ム
に
接
近
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
第
ニ
ド
ゥ
ー
マ
選
挙
で
は
、
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）

ベ
ラ
ル
．
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
の
党
「
進
歩
民
主
同
盟
」
と
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
）

挙
ブ
ロ
ヅ
ク
を
形
肢
し
、
選
挙
に
参
加
し
た
。
だ
が
、
革
命
の
退

潮
と
反
動
の
攻
勢
の
中
で
、
党
勢
は
衰
え
、
党
は
、
一
九
〇
七

年
に
は
事
実
上
、
解
体
し
て
し
ま
う
。
残
存
党
員
の
大
部
分
は

ω
U
宍
勺
F
に
移
行
し
、
ク
ル
チ
ツ
キ
自
身
は
、
次
第
に
社
会
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
暮

義
運
動
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
。

　
（
1
）
　
』
・
冒
轟
算
真
9
ミ
き
、
o
奪
ミ
、
ミ
§
暮
亀
§
冬
o
§
過

　
　
、
§
ミ
ミ
“
ミ
一
、
．
N
，
o
5
妻
邑
匡
，
，
一
5
ご
胃
N
）
岨
．
ミ
．

　
（
2
）
ミ
§
§
ぐ
き
茅
ミ
軋
｝
、
、
吻
－
－
二
〇
冒
貝
奉
胃
叩
・
婁
固

　
　
H
旨
ポ
眈
I
N
H
一
峯
竃
O
色
8
置
一
S
－
＆
ゴ
望
ω
ご
1
ω
ミ
．

　
（
3
）
身
茸
勺
8
軍
胃
一
警
・
｝
片
P
彗
一
S
壱
菖
一
箏
§
ミ
§
一
S
σ
．

　
　
↓
彗
σ
q
巴
閉
匡
一
魯
．
ミ
♪
蜆
．
ざ
I
S
一

　
（
4
）
書
S
葦
量
景
§
ゴ
蜆
・
ω
N
ア
§
一
皇
雷
一
貴
・
や
。
芦

　
　
蜆
一
N
ド

　
（
5
）
　
↓
彗
o
官
竺
蜆
頁
喜
．
良
㌻
蜆
．
ご
ー

　
（
6
）
…
9
膏
o
き
阯
－
S
－
ω
ゲ

　
（
7
）
　
ω
U
穴
句
は
、
一
八
九
五
年
に
壌
滅
し
、
一
九
〇
〇
年
に
リ
ト

　
　
ア
ニ
ァ
の
組
織
を
加
え
て
再
建
さ
れ
た
。

蜆
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（
8
）
書
9
S
．
ミ
j
蜆
．
§

（
9
）
　
ω
U
穴
勺
F
の
民
族
理
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
ポ
ー
ラ
ン
ド

　
王
国
リ
ト
ア
ニ
ア
社
会
民
主
党
』
の
民
族
理
論
形
成
史
上
の
一
局
面

　
（
轟
遣
l
H
8
H
）
」
『
東
欧
史
研
究
』
第
八
号
（
一
九
八
四
年
一
〇
月
）

　
を
参
照
。

（
1
0
）
　
O
．
ミ
．
ω
冨
o
げ
〇
一
一
b
膏
、
目
ミ
＆
勾
ε
s
ト
ミ
奏
§
ぎ
蟹
3
卜
§
き

　
ミ
ミ
軋
き
軸
い
、
b
－
奏
ポ
m
σ
顯
庄
o
目
H
喧
N
ナ
ω
．
二
N
．

（
1
1
）
　
（
N
乏
鴛
o
岸
勺
富
鳥
勺
o
≦
o
－
U
血
昌
o
汗
墨
｛
o
昌
｝
）
　
一
九
〇
四
年
に

　
緒
成
。
ロ
シ
ア
帝
国
の
民
主
化
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
自
治
等
を
内

　
容
と
す
る
綱
領
は
、
勺
勺
ω
ー
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
そ
れ
と
、
き
わ

　
め
て
似
通
っ
て
い
る
。
理
諭
的
に
も
、
ま
た
人
的
に
も
、
こ
の
党
は
、

　
ワ
ル
シ
ャ
ワ
・
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
正
嫡
で
あ
っ
た
。
こ
の
党
と

　
結
ぴ
つ
く
こ
と
自
体
が
、
ク
ル
チ
ツ
キ
の
恩
想
的
源
泉
の
あ
り
か
を

　
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
1
2
）
　
筈
§
§
o
良
§
亭
～
§
ミ
ミ
§
㎞
＆
、
ミ
堅
ミ
、
ミ
§
讐
屯
ミ
“
肋
－

　
ミ
鶉
富
、
、
§
ミ
ミ
ミ
（
＆
、
o
ぎ
ξ
；
s
き
苫
§
廼
ぎ
、
§
o
。
、
・
）
一

　
σ
．
目
－
岩
O
O
〇
一
蜆
1
ご
O
〇
一
H
．
望
晶
目
胃
一
、
、
、
8
素
、
O
蔓
S
b
雨
§
茎
ミ
q
S
、
、

　
亀
ぎ
ミ
耐
§
母
s
名
一
－
ミ
雨
ミ
咲
§
＆
s
恰
o
涼
ぎ
§
×
H
k
｛
k
×
§
“
暮
ミ
一

　
蜆
巨
g
芭
♪
4
く
葭
鶉
N
葭
毫
顯
H
o
o
o
㎞
一
蜆
．
N
N
o
．

（
1
3
）
　
o
o
可
o
げ
o
ポ
魯
．
＆
㌻
ω
．
ご
N
一
ミ
亘
S
・
ミ
“
’
閉
・
o
o
・

w

ク
ル
チ
ッ
キ
の
生
涯
に
お
い
て
、
㌔
市
ω
ー
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

と
と
も
に
あ
っ
た
約
七
年
間
は
、
彼
が
も
っ
と
も
活
発
に
文
筆
活

動
を
展
開
し
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
間
、
彼
は
、
勺
勺
ω
－
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
の
政
治
指
針
に
関
す
る
文
書
を
発
行
し
、
機
関
誌

『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
』
（
軍
o
季
彗
寅
“
）
の
実
質
上
の
主
筆
と
な

る
と
と
も
に
、
王
国
の
革
命
運
動
史
や
同
時
代
の
諸
思
想
に
関
す

る
叙
述
と
、
学
生
時
代
か
ら
手
が
け
た
社
会
学
の
研
究
を
通
じ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ユ
〕

独
自
の
杜
会
変
革
の
理
論
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

　
勺
勺
o
o
－
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
最
初
の
綱
領
に
は
、
テ
ロ
を
手

段
と
し
て
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
自
治
を
内
に

含
ん
だ
民
主
的
憲
法
を
実
現
さ
せ
る
と
い
う
、
ク
ル
チ
ツ
キ
の
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

前
か
ら
の
構
想
が
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
と

は
い
え
、
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、
い
つ
ま
で
も
同
じ
観
点
に
固
執
は
し

な
い
。
彼
は
、
周
囲
の
議
論
や
政
治
状
況
を
跳
め
な
が
ら
、
あ
る

点
で
は
強
調
の
対
象
を
変
化
さ
せ
、
ま
た
あ
る
点
で
は
、
新
た
に

仕
入
れ
た
観
点
を
我
が
も
の
と
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
ク
ル
チ

ツ
キ
に
特
有
の
政
治
的
現
実
主
義
の
な
せ
る
技
で
あ
り
、
ま
た
彼

独
特
の
オ
ポ
ル
チ
ュ
ニ
ズ
ム
の
発
露
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
、

そ
れ
が
典
型
的
に
現
れ
た
の
が
、
テ
ロ
の
問
題
、
お
よ
び
憲
法
・

自
治
の
問
題
、
す
な
わ
ち
民
族
問
題
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

　
吊
勺
ω
と
秩
を
分
か
っ
た
直
後
の
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、
テ
ロ
を
擁

〃
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謹
す
る
幾
つ
か
の
パ
ン
レ
ヅ
ト
を
発
行
し
、
勺
勺
ω
に
た
い
し
て

は
、
そ
の
蜂
起
路
線
を
、
ω
一
U
穴
勺
旨
に
た
い
し
て
は
、
そ
の
犬

　
　
　
　
　
　
　
？
〕

衆
運
動
論
を
批
判
し
た
。
彼
は
、
テ
ロ
に
、
（
一
）
弾
圧
に
た
い

す
る
防
衛
の
意
義
、
（
二
）
政
府
に
譲
歩
を
迫
る
攻
勢
の
意
義
、

（
三
）
革
命
的
気
運
を
醸
成
さ
せ
る
意
義
、
（
四
）
抑
圧
へ
の
反
発

と
い
う
倫
理
的
な
意
義
を
付
与
し
た
。
そ
し
て
．
、
政
治
的
白
由
の

な
い
ロ
シ
ア
で
は
、
大
衆
的
示
威
行
動
に
は
効
果
が
な
く
、
テ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

こ
そ
、
唯
一
可
能
で
有
効
な
政
治
闘
争
の
型
式
で
あ
る
と
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
テ
ロ
擁
護
の
論
調
は
ー
機
関
誌
『
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
』
か
ら
筆
者
が
確
認
し
え
た
限
り
で
は
1
一
九
〇
三

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

年
を
境
に
、
次
第
に
消
え
、
そ
れ
に
代
っ
七
、
憲
法
・
自
治
の
要

求
に
関
連
し
て
、
以
前
は
否
定
的
だ
っ
た
大
衆
運
動
論
を
肯
定
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

る
よ
う
な
論
調
が
支
配
的
と
な
っ
て
く
る
。
運
動
論
に
お
い
て
、

大
衆
的
示
威
を
基
本
戦
術
と
す
る
ω
U
宍
勺
F
の
成
長
と
、
そ
れ

に
近
い
観
点
に
立
つ
勺
勺
ω
内
の
左
派
の
強
化
、
ロ
シ
ァ
の
社
会

民
主
党
の
再
編
に
伴
う
、
ロ
シ
ァ
の
運
動
の
見
通
し
に
関
す
る
変

化
、
そ
れ
に
ω
U
H
（
勺
F
と
の
合
同
の
た
め
の
配
慮
な
ど
が
、
そ

の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
仮
説
の
域
を
出
な
い
。

　
テ
ロ
の
問
題
と
は
逆
に
、
憲
独
・
自
治
論
は
、
そ
の
内
容
が
徐

徐
に
細
密
化
さ
れ
た
。
特
に
、
一
九
〇
五
年
革
命
勃
発
後
は
、
立

憲
化
の
希
望
と
と
も
に
、
「
連
邦
制
」
（
｛
＆
①
冨
O
盲
）
、
「
自
決
権
」
、

「
民
族
的
文
化
的
自
治
」
と
い
っ
た
、
雑
多
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
、

ク
ル
チ
ツ
キ
の
、
そ
し
て
ま
た
勺
勺
ω
－
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
）

民
族
理
論
を
飾
り
立
て
る
こ
と
に
な
る
。
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の

月
治
」
を
出
発
点
と
し
た
ク
ル
チ
ツ
キ
の
民
族
理
論
は
、
常
に
ポ

ー
ラ
ン
ド
独
立
を
理
想
型
式
と
し
て
措
定
し
な
が
ら
も
、
複
合
民

族
国
家
の
存
在
の
是
認
、
そ
し
て
こ
こ
に
き
て
、
ロ
シ
ア
帝
国
の

「
自
治
．
連
邦
国
家
」
化
の
計
画
作
成
に
ま
で
進
展
し
た
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
彼
の
計
画
の
内
容
に
ま
で
立
ち
入
る
つ
も
り
は

な
い
。
彼
の
提
示
し
た
帝
国
改
造
計
画
は
、
革
命
が
進
展
す
る
過

程
で
、
雨
後
の
筍
の
ご
と
く
に
出
現
し
た
、
あ
ま
た
の
「
計
画
」

の
う
ち
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
し
、
ま
た
彼
の
計
画
が
、
そ
の
中

で
際
立
っ
て
現
実
的
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
間

題
は
、
そ
の
内
容
で
は
な
く
、
彼
の
理
論
の
変
化
、
恩
想
の
変
化

で
あ
る
。

　
一
八
八
○
年
代
に
ク
ル
チ
ツ
キ
が
提
示
レ
た
自
治
構
想
は
、
社

会
主
義
者
の
最
小
隈
綱
領
、
そ
れ
も
、
実
現
可
能
性
の
点
で
ひ
と

ま
ず
否
定
さ
れ
た
独
立
の
代
替
物
と
し
て
、
民
族
抑
圧
の
解
消
を

も
た
ら
す
手
段
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
自
治
は
、
様
々
の
点
で
ひ

と
つ
の
理
想
型
式
と
い
え
る
独
立
、
そ
し
て
そ
の
後
の
社
会
主
義

幼
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に
よ
る
普
遍
的
塀
放
へ
と
到
る
一
段
階
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
一
九
〇
五
年
革
命
の
渦
中
に
書
か
れ
た
も
の
か
ら
読
み
と

れ
る
の
は
、
も
は
や
自
己
目
的
化
し
た
自
治
論
し
か
な
い
。
議
論

が
精
激
に
な
れ
ぱ
な
る
ほ
ど
、
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、
そ
こ
に
の
め
り

こ
ん
で
い
っ
た
。
勺
勺
ω
－
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
い
う
社
会
主
義

党
の
指
導
者
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
彼
は
、
そ
れ
な
り
の
社
会

主
義
堕
言
辞
を
自
ら
の
議
論
の
中
に
織
り
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
意
味
は
、
徐
々
に
稀
薄
に
な
り
、
独
立
に
関
す
る
言
辞
さ
え
、

い
つ
し
か
影
を
ひ
そ
め
た
。
彼
の
主
な
批
判
は
、
ω
U
肉
勺
F
や

勺
勺
ω
左
派
の
革
命
主
義
、
弔
勺
ω
右
派
の
バ
ン
デ
ィ
テ
ィ
ズ
ム
に

　
　
　
　
＾
8
〕

向
け
ら
れ
た
。

　
政
治
活
動
に
お
い
て
進
歩
民
主
同
盟
と
結
び
、
自
治
を
間
題
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

す
る
限
り
に
お
い
て
民
族
民
主
党
を
さ
え
擁
謹
す
る
ク
ル
チ
ツ
キ

の
姿
は
、
も
は
や
社
会
主
義
者
・
革
命
家
の
姿
で
な
く
、
「
現
実

政
治
」
の
世
界
に
生
き
る
政
治
家
の
そ
れ
で
あ
る
。
革
命
後
の
反

動
攻
勢
の
時
代
を
経
て
、
第
一
次
大
戦
が
勃
発
し
た
と
き
、
ク
ル

チ
ツ
キ
は
、
こ
ん
ど
は
、
親
同
盟
国
陣
営
の
論
客
と
し
て
姿
を
現

す
。
彼
の
「
現
実
主
義
」
と
い
う
名
の
オ
ポ
ル
チ
ュ
ニ
ズ
ム
は
、

こ
の
と
き
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
峯
富
o
皇
o
o
頁
冬
ー
ミ
ー
一
ミ
㎞
意
ぎ
婁
§
、
ミ
亀
ミ
ミ
昏
§
軋

寸
o
』
ミ
蔓
§
一
8
ユ
臼
戸
穴
量
ぎ
峯
筍
g
一
器
ユ
目
月
［
ξ
ひ
毛
s
o
阜
一

　
N
昌
ミ
｝
、
o
茅
ぎ
§
き
ミ
ミ
晶
ま
晶
“
§
鼻
ミ
・
s
ド

（
2
）
［
■
．
彗
一
ミ
婁
］
一
§
曇
毫
冬
・
・
§
雨
§
書
ぎ
さ
量
菱
き

　
言
膏
ぎ
ま
§
き
庁
ミ
さ
；
㎞
這
｝
ま
§
σ
。
旨
、
［
畠
8
］
が
、
実
質
上
の

　
党
綱
領
で
あ
っ
た
。
弓
o
H
、
専
§
§
辻
§
計
吋
§
ミ
畠
、
§
冷
、
、
、
い
．

　
、
§
詩
§
ミ
ミ
・
・
：
：
一
蜆
－
ω
．

（
3
）
［
■
．
彗
一
ミ
婁
］
一
雫
量
§
｝
雨
苫
蔓
§
｛
き
ミ
き
藁
ミ
．

　
ミ
茎
ミ
轟
§
§
o
§
－
§
｝
ミ
鶉
ミ
§
一
σ
・
昌
・
s
o
ポ
㎜
・
8
1
ω
〇
一
ま
ー

　
ひ
－
一（
4
）
［
彗
一
S
岩
菖
一
ミ
薫
§
詳
一
・
婁
ぎ
…
一
叩
・
宝
1
§

（
5
）
　
改
い
調
子
で
テ
ロ
を
擁
護
し
た
最
後
の
も
の
が
、
b
§
き
§
s
．

　
○
ミ
一
、
、
｝
『
O
－
9
彗
ざ
斤
、
目
H
ミ
O
O
（
目
H
㌔
H
く
筍
O
N
）
一
睨
・
N
O
O
ー
い
O
で
あ

　
る
。
（
6
）
　
革
命
後
の
反
動
攻
勢
の
時
期
に
な
る
と
、
再
ぴ
テ
ロ
が
叫
ぱ
れ

　
る
よ
う
に
な
る
。
筈
ミ
§
辻
§
一
二
蔓
き
ぎ
。
§
、
婁
．
、
ミ
§
．

　
ミ
ミ
・
：
：
・
一
岨
．
一
H
N
I
H
N
H
一

（
7
）
　
i
■
巳
o
ミ
o
真
』
ミ
§
o
ミ
s
｝
為
き
§
§
§
§
§
、
、
＆
s

　
盲
妻
§
ぎ
§
ミ
ミ
§
ミ
峯
■
幸
ひ
ミ
H
8
F
旨
幸
胃
o
籟
首
蜆
ζ
［
－

　
宍
邑
o
ミ
o
区
－
』
s
§
き
§
ミ
～
§
吻
b
宍
、
声
｝
盲
§
§
§
§
、
、
り
一

　
σ
．
昌
l
s
o
ε
量
．
峯
彗
o
色
o
昆
－
［
F
宍
邑
o
ミ
o
＝
｝
、
ミ
ミ
畠
“
沖
§

　
s
意
｝
ミ
ぎ
竃
迂
ミ
“
冬
§
§
一
宍
冨
ぎ
峯
H
8
N
一
、
、
。
味
§
§
、
o
“
茎
喜

　
、
ミ
ミ
讐
、
s
奏
ミ
o
§
母
‡
o
ミ
ミ
辻
（
毫
§
∀
≦
一
吻
ミ
s
§
o
辻
§
詩

　
～
き
ざ
ぎ
ぎ
艮
＆
、
、
吻
－
、
ミ
、
ミ
ミ
｝
ミ
ー
…
一
m
－
o
o
－
l
o
阜
’

（
8
）
ξ
彗
畠
喜
邑
二
、
二
戸
餉
・
旨
－
§
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（
9
）
　
昆
族
民
主
党
も
、
ク
ル
チ
ツ
キ
と
似
た
論
拠
（
独
立
の
可
能
性

　
の
問
題
）
か
ら
、
一
九
〇
三
年
に
自
治
路
線
に
転
換
し
た
。
N
o
σ
。

　
b
o
ぎ
§
§
ミ
き
ミ
良
ミ
註
卜
嘗
≧
ミ
ミ
o
蔓
鼻
、
、
婁
｛
o
2
晶
δ
浄
、
．
一

　
8
目
×
（
H
8
卓
）
｝
阯
．
H
s
l
－
亀
1

　
自
ら
を
社
会
主
義
者
と
自
覚
し
て
い
た
限
り
、
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、

憲
法
や
自
治
と
い
う
、
ロ
シ
ァ
帝
国
の
民
主
化
の
政
治
綱
領
を
、

社
会
主
義
者
の
最
小
隈
綱
領
と
し
て
提
示
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
に
、
彼
は
、
最
小
隈
綱
領
へ
の
視
点
を

欠
い
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
党
の
革
命
論
を
、
ま
た
、
政
治
的
変

革
へ
の
意
志
を
欠
い
た
経
済
主
義
な
い
し
は
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義

の
潮
流
を
、
そ
れ
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
独
立
を
少
な
く
と
も
綱
領
に

お
い
て
は
最
小
限
綱
領
と
し
て
掲
げ
る
勺
勺
ω
を
批
判
し
た
。
彼

の
理
論
の
核
心
は
、
現
実
の
諸
条
件
の
中
で
実
現
可
能
な
も
の
の

選
択
と
提
示
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
主
体
的
行
動
で
あ
っ
た
。
し

・
か
し
、
目
標
設
定
に
お
い
て
観
念
論
を
排
し
、
ひ
た
す
ら
現
実
主

義
的
た
ら
ん
と
し
た
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、
や
が
て
、
現
実
政
治
に
仕

掛
け
ら
れ
た
買
に
は
ま
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
現
状
の
中
で
の
み
、

自
己
の
理
論
の
有
効
性
を
問
い
、
現
状
に
あ
わ
せ
て
自
己
の
理
論

を
作
り
変
え
て
い
く
、
現
実
政
治
家
へ
と
、
自
ら
の
姿
を
変
え
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
国
際
主
義
の
立
揚
か
ら
、
ク
ル
チ
ツ
キ
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
民

主
化
に
関
す
る
最
小
限
綱
領
を
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
社
会
主
義

運
動
に
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
彼
自
身
は
、
こ
の
国
際
主
義
の

伝
統
を
ひ
く
ω
U
H
（
勺
で
な
く
、
勺
勺
ω
に
く
み
し
、
そ
の
思
想
は
、

逆
に
、
そ
の
核
心
的
部
分
に
お
い
て
、
ω
U
肉
勺
（
後
に
は
ω
』
）
宍
－

勺
芦
）
に
継
承
さ
れ
、
勺
勺
ω
に
は
最
後
ま
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
か

っ
た
。
こ
の
皮
肉
な
、
錯
綜
し
た
現
象
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
が

幾
つ
か
の
選
択
肢
か
ら
憲
法
・
自
治
の
要
求
を
取
り
出
し
て
最
小

隈
綱
領
と
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
後
に
、
王
国
の
社
会
主
義
運
動

史
上
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
伝
統
と
化
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
や

は
り
ク
ル
チ
ツ
キ
の
功
綬
と
し
て
数
え
上
げ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
だ
が
、
そ
の
一
方
で
彼
は
、
そ
の
心
情
に
お
い
て
、
愛
国
主
義

の
思
考
様
式
に
強
い
憧
慢
の
念
を
抱
い
て
い
る
。
一
八
八
○
年
代

の
西
欧
滞
在
時
の
不
可
解
な
行
動
も
、
ま
た
勺
勺
ω
へ
の
入
党
も
、

こ
の
心
情
の
発
露
と
考
え
れ
ぱ
、
首
肯
し
う
る
。
ま
た
、
そ
う
だ

と
す
れ
ぱ
、
運
動
史
上
で
は
功
繍
と
さ
れ
る
、
最
小
隈
綱
領
の
提

示
も
、
こ
の
心
情
と
、
社
会
主
義
運
動
の
然
る
べ
き
課
題
と
の
間

に
設
定
さ
れ
た
エ
ク
レ
ク
テ
ィ
ク
な
目
標
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
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見
方
も
で
き
よ
う
。
し
か
も
、
一
九
〇
五
年
革
命
時
に
は
、
彼
は
、

こ
ん
ど
は
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
地
平
に
移
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
ク
ル
チ
ツ
キ
を
、
倫
理
的
非
難
と
は
無
縁
な
意
味
で
エ
ク
レ
ク

テ
ィ
ク
と
呼
ん
で
も
、

だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、

決
し
て
不
当
な
こ
と
で
は
な
い

（
法
政
大
学
議
師
）

48

■




